
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：橋本徹、以下「DBJ」という。） 

は、このたび「ロンドンと福岡の空間構造分析に見るまちづくりの可能性」 

と題した調査レポートを発行しました。 
 
当レポートではロンドンと福岡のまちの位置関係が類似していることに 

着目し、両都市の歴史的背景を確認したうえで、まちづくりの客観的な評価 
手法としてロンドンで開発された Space Syntax 手法を用いて、ロンドンと 
福岡のまちの空間構造を分析しました。また、今後福岡がさらなる国際観光 
都市を目指し、スタートアップに適したまちとなる可能性と課題について 
提言を行っています。 
 
当レポートをご希望の方は、DBJ ウェブサイト「地域・海外レポート（九州）」

（http://www.dbj.jp/investigate/area/kyusyu）に掲載しておりますので、 
ご参照ください。 
 
 DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～私たちは創造的 
金融活動による課題解決でお客様の信頼を築き、豊かな未来を、ともに 
実現していきます～」に基づき、今後とも地域に役立つ情報発信を 
積極的に行ってまいります。 
 
 
 
 

 
 

 

 

「ロンドンと福岡の空間構造分析に見る 

まちづくりの可能性」を発行 

 

【お問い合わせ先】 

九州支店 電話番号０９２－７４１－７７３７ 

平成 26 年 10 月 7 日

株式会社日本政策投資銀行

代表取締役社長 橋本 徹


